
２０１９年度 固定チームナーシング全国研究集会のお知らせ

テーマ、『地域包括ケアシステムを支える固定チームナーシングの小集団活動』

さくらの開花便りが日本列島のあちらこちらで聞かれ､平成が終わろうとしています。

新年度を迎え、新しい課題を前に、たじろがず逞しく、対象に優しく行動して､固定チーム

ナーシングの小集団活動で問題解決しようではありませんか。

今年の基調講演は医療法人社団和楽仁 芳珠記念病院の理事長・仲井培雄 先生です。現在、

地域包括ケア病棟協会･会長としてご活躍中です。さまざまな現場で、対象の多様なニーズ

に応えられる多職種連携と対象者中心の多職種協働で成果のあるケアをしていくために、み

なさまのちえと工夫の実践報告を持ち寄り、是非ご参加ください。参加者による主体的な運

営への協力を期待して、早めの参加申し込みをお待ちしています。

全国研究集会のご案内

1.日時：２０１９年１０月６日（日）10:00～17:00

2.会場：神戸ポートピアホテル（神戸市）ﾎﾟｰﾄﾗｲﾅｰ三宮駅～市民広場前（約15分）

3.プログラム：

①基調講演 講師：仲井培雄 先生

『地域包括ケアシステムを支える院内･地域内多職種協働』

②分科会：課題別情報交換と討論

4.本会代表：西元勝子（固定チームナーシング研究所）

5.参加費：7,000円（資料代を含む）看護学生3,000円

９月２１日以後の申し込みは当日参加として、参加費9,000円 看護学生4,000円

昼のお弁当は各自でお願いします

6.定員：１２００名（定員になり次第締め切り）

7.懇親会：１０月５日（土）18:00～20:00

懇親会参加費8,000円、会場の都合で定員100名。情報交流を目的の楽しい会です

参加ご希望の方は、早めにお申し込みください。

Ａ・参加申し込み方法
１．メール「ホームページの参加申し込みフォーム」でお申し込みください。

分科会発表申し込みの方は、別フォームから申し込みをしてください。B参照

フォームに必要事項（申込代表者名・施設名・所属部署所属病棟・TEL番号・FAX番号・

連絡用メールアドレス・研究集会参加人数・懇親会参加人数）を入力し、送信してください。

１～３日以内に受け付け確認の返信メールを送ります。返信メールが届かない場合は、再度

送信していただくか、HP事務局宛にメールで問い合わせをお願いします。

２．受付確認メールで、郵便振り込み口座番号をご案内しますので、２週間以内に、参加費

・懇親会参加費の振り込みを行ってください。郵便局窓口に備え付けの払込取扱票での振り

込みをお願いします。できるだけ、施設まとめての振込をお願いします。（ホームページの

記載モデルを参照ください。施設名、代表者名、施設住所、連絡先を必ず記載してください）

参加費7,000円の納入をもって正式参加登録といたします。納入された参加費はお返しでき

ませんのでご注意ください。
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３．9月上旬に参加証・資料引換券（懇親会参加券）を施設代表者宛に一括で郵送します。

宿泊はポートピアホテルに100名位は予約可能です。ご希望の方は本会参加者とお伝えの

上、ホテルに直接お申し込みください。（割引あり）

４．研究集会への参加・発表に関する問い合わせは、メール(kotetizenkoku@koteti.com)で

お願いします。その際、施設名、お名前、メールアドレスを必ず明記してください。不明な

場合お返事ができないことがあります。

Ｂ・分科会での発表の申し込み方法
１．「ホームページの分科会発表申し込みフォーム」からお申し込みください。

記入内容：発表テーマ・発表領域、発表者または研究責任者名、施設名（〒・住所・TEL

・FAX・メールアドレス・所属部署）、希望の発表形式（口述・示説）

２．発表申し込み期間は4月1日～７月10日にお願いします。締め切り7月10日（水）

３．申し込まれた方には、１～３日以内に、受付確認、発表資料作成の手引きと参加費振り

込み口座のご案内を返信メールいたします。メール到着後２週間以内に参加費（懇親会参加

費）7,000円(8,000円)を納入してください。最終7月25日（木）。参加費未納の場合は発表を

お断りします。受付確認メールが届かない場合は、HP事務局宛てにお問い合わせ下さい。

２．発表資料の原稿締切りは7月30日（火）必着

メール kotetizenkoku@koteti.com に添付ファイルで送って下さい。

５．今年の研究集会のテーマ『地域包括ケアシステムを支える固定チームナーシングの小集

団活動』 活動している小集団活動の成果や関連した下記の活動報告を募集します。看護・

介護・リハビリの実践報告交流の場として積極的なご参加を期待しています。

報告してほしいテーマ

１）固定チームナーシングの導入・スタッフへの動機づけと教育・患者グループの分け方

２）固定チームナーシングと現任教育、新人・日々リーダー・固定チームリーダー・

中堅ナース・達人ナース・師長主任の教育、人材育成と定着

３）ターミナルケア・緩和ケア・訪問看護ステーション・在宅療養と看護職・介護職の役割

４）ケアの本質を求める小集団活動：看護師・訪問看護師・介護職にできること

５）固定チームナーシングと応援体制づくり

６）部署の現状分析とチーム目標の設定

７）地域包括ケアシステムと固定チームナーシング

８）退院支援・退院調整・小集団活動と業務改善（入院必要物品のレンタル化、患者サポー

トセンターの設置と運営など）・共同業務の整備

９）師長・主任・チームリーダー・受け持ちナースの役割と業務

10）日々のリーダーの役割と業務、応援機能とチームワークシートの活用

11）チーム医療のコーデｲネーターとしてチームリーダー・受持ち看護師の役割と実践報告

12）チームづくりとチーム会・リーダー会の運営・推進委員会活動

13）固定チームナーシングの評価

14）外来・手術室・救急救命・透析・長期療養棟・老健施設・訪問看護などにおける活動

15）看護助手の教育と業務改善・小集団活動
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